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ILOHA 

ILOHA122 咳と感染症 復習問題解説 

  2018年 1月 15日 

 

復習問題を作りました。 

必ずしも講義中に説明していないものも含ま

れます。 

なお、本問題は金子の責任で作成しておりま

す。 

 

1 咳嗽について正しいのはどれか。 

a. 慢性咳嗽とは、6ヶ月以上咳嗽が継続する

ものをいう。  

b. 急性咳嗽の原因としては、感染症に関連し

たものが多い。  

c. 慢性咳嗽を来たしやすい感染症としては、

成人の百日咳が最も多い。  

d. 遷延性咳嗽とは、慢性咳嗽よりもさらに長

期に持続するものをいう。  

e. アレルギー性気管支肺アスペルギルス症

（ABPA）の咳嗽は、1週間程度で軽快す

る。  

解答 

b 

解説 

発症から 3 週までを急性、8 週までを遷延性、

8週以上を慢性と定義している。 

慢性咳嗽の原因となる感染症としては、結核の

ほか、慢性肺アスペルギルス症やアレルギー性

気管支肺アスペルギルス症（ABPA）、ウェステ

ルマン肺吸虫などの寄生虫疾患が知られてい

る。マイコプラズマ肺炎や百日咳でも遷延する

ことがあるが、8週以上は少ない。 

 

2 感染症法の 5 類全数に定められているも

のはどれか（2018年 1月 15日現在）。  * 

a. 結核  

b. MERS  

c. A群溶血性レンサ球菌咽頭炎  

d. SARS  

e. 百日咳  

f. オウム病  

g. ジフテリア  

解答 

e 

解説 

a,b,d,gは二類、fは四類、cは五類定点である。 

 

3 マイコプラズマ肺炎について正しいのは

どれか。 

a. 感染には濃厚接触が必要である。  

b. 学校保健安全法の第二種の感染症である。  

c. 培養陽性率が高い。  

d. 迅速診断法が確立していない。  

e. 感染の主座は肺胞である。  

解答 

a 

解説 

学校保健安全法では、その他の感染症で、参種

として扱う場合もある。 

培養は困難であり、現在イムノクロマト法を用

いた迅速診断が利用可能である。ただし、感度

は低い。感染の主座は細気管支である。 

 

4 百日咳について正しいのはどれか。 

a. 培養法が確立していない。  

b. ワクチンは任意接種となっている。  

c. 第一選択薬はペニシリン系抗菌薬である。  

d. 学校保健安全法の第二種の感染症である。  

e. 精製百日咳ワクチン（acellular pertussis 

vaccine）に変更後、ADEM（急性散在性

脳炎）の発生が急増した。 

解答 

d 

解説 
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Bordet-Gengou培地等を用いた培養法が確立

しているが、陽性率は高くない。 

ワクチンは、破傷風、ジフテリアとの三種混

合（DTaP）、もしくは、不活化ポリオを含め

た四種混合（DTaP-IPV）があり、いずれも

原則として定期である。 

in vitroではペニシリン系も有効であるが、

臨床的には無効であり、マクロライド系抗菌

薬が用いられる。 

痙咳期における抗菌薬による症状改善効果は

乏しいが、菌量を低下させることで周囲への

感染を防ぐ目的で使用が推奨される。通常は

5～7日間の投与で菌が陰性化する。 

ADEMは、従来の日本脳炎ワクチンで起こる

ことがよく知られているが、他のワクチンで

も起こると考えられている。現行の日本脳炎

ワクチンでは、見られなくなった。また、百

日咳も、全粒子ワクチンの時代には、脳障害

などの重大な副作用が知られており、死亡例

も見られた。その後、無細胞ワクチンが開発

され、副作用は顕著に減少した。重大な副作

用は皆無と考えてよい。 

無細胞ワクチン（開発者は、精製百日咳ワクチ

ンという名称を使用）は、国立感染症研究所の

研究員であった佐藤夫妻が開発し、世界で使用

されている。 

aPの aは acellularの頭文字である。 
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